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1. 総説 

 

 多様化する社会のニーズに対応するため、様々なシミュレ

ーション技術が開発、使用されている。これらシミュレーシ

ョンはその目的に応じて対象を適切にモデル化することに

より、効率的な対象の評価が可能となる。 

 シミュレーションの目的はさまざまであるが、ここでいく

つかの例を挙げてみると、 

物理・化学現象についての時系列的な現象の把握、３次元的

な構造の把握、社会、交通、情報、物流等、挙動の可視化が

考えられる。これらは、個別の要素技術とこれらを融合した

複合システムとしてとらえることができる。 

 モデリングとシミュレーション調査専門委員会は、バーチ

ャルシミュレーション調査専門委員会、バーチャルシミュレ

ーション応用調査専門委員会から引き続いて、様々なシミュ

レーション技術を、実システムへの適用のための体系化を目

指して調査してきた。 

 

1.1 シミュレータ等基盤技術 

人間とのインタフェースを実現するための基盤技術とし

て、３次元グラフィクスを基本とした画像描画と人間に動き

を認識させるためのモーション再現技術がある。 

 また、人間の感性に適合した表現技術として、フラクタイ

ルによる模様の形成等画像技術、音声・音響技術、操作系に

おける力覚表現技術がある。 

 シミュレーションの要素技術として、流体を扱う計算流体

力学（CFD）、構造物等連続体を扱う有限要素法（FEM）、

情報、社会、交通等複雑系のモデリングとシミュレーション

技術等がある。 

 

1.2 様々な分野への応用 

複雑系を対象としたモデリングとシミュレーションとして、

航空宇宙、鉄道交通、船舶交通等がある。また、社会システ

ムとして、物理的な移動、コミュニケーションを含む人間の

挙動のモデル化、これを基にしたシミュレーションによる分

析、システム設計がある。 

 シミュレータ技術は、医療、大規模プラントや交通機関の

運転における訓練に用いられている。 

 

 本報告書は、要素・基盤技術とこれらの技術の様々な分野

への適用例についてまとめたものである。 

 

（沼野 正義） 
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